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↑更新中

学ぶことの意味 －朝礼の話から－
校長 福沢俊之

１５日の朝礼で生徒の皆さんにお話をしましたが、１１月は、東京都教育委員会が定めた「ふれあい月

間（いじめ防止強化月間）」です。「ふれあい月間」では、それぞれの学校で、いじめや暴力、不登校など

をなくすための取り組みを見直したり、推進したりしています。本校でも、期末考査の最終日に、生活ア

ンケートを実施しました。内容を確認し、担任や学年の教員が直接話を聞くことがあります。

平成２５年９月に施行された「いじめ防止対策推進法」は、いじめが原因で、自ら命を絶つ、という痛ま

しい事件が契機となり成立した法律です。その第二条では、「いじめ」とは、インターネットを通じて行わ

れるものを含めて、「心理的又は物理的な影響を与える行為」で、相手が「心身の苦痛を感じているもの

をいう。」とされています。すなわち、相手がつらい、苦しいと感じている行為は「いじめ」であるということ

です。そして、第四条では、「児童等（生徒）は、いじめを行ってはならない。」と書かれています。

実は、「いじめ」の定義はこれまでに少しずつ変わってきています。以前は、「一方的」「継続的」な「攻

撃」や「深刻な苦痛」といった文言がありましたが、それらは全て削除され、「行為」を受けた人がどう感じ

たかということをより重視するようになってきています。

「１４歳からの哲学」や「１４歳の君へ」という本を執筆した池田晶子さんという文筆家がいます。中学生

をはじめ若い人たちに、「考えること」の大切さを日常的な言葉で書き記している池田さんの文章にこの

ような文章があります。

「『悪いことはしてはいけないからしない』、これは道徳であり、『悪いことはしたくないからしない』、これ

が倫理である。『善いことはしなければいけないからする』、これが道徳であり、『善いことをしたいからす

る』、これが倫理である。」

道徳、倫理についての池田さんの考え方はここでは触れませんが、この池田さんの文章を「いじめ」に

当てはめて考えてみてください。大多数の生徒は、「いじめ」をしてはならないことを理解しています。そ

れは、法律で禁止されているから、という知識に基づいた理解もあると思いますが、私は、「いじめはした

くないからしない」という心情、心も持っていてほしいと思っています。そのためには、相手の立場に立っ

て考えること、相手の気持ちを理解しようとする姿勢が必要です。私自身もそうですが、人間は自分を中

心にして物事を考えてしまいがちではないでしょうか。だからこそ私たちは、よりよい社会を作るために、

さまざまなな知識を身に付けたり、技術や技能を習得しながら、自分以外の他者に気持ちを寄せたり、

自分の身近な社会だけでなく少し離れた社会についても自分事として考えたりすることが大切だと考え

ています。学ぶことの意味は、何を学ぶかという内容だけでなく、学ぼうとする姿勢にもあると思います。
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台東区子供歴史・文化検定
高得点者（80点以上）

（１－１） （１－１） （２－４）

二級取得者
（１－１） （１－１）
（２－２） （２－３） （２－３）
（２－３） （２－４）

「税の標語コンクール」上野間税会入選者
会長賞

(１－１) 「税金は何で払うの？ その答え 豊かな社会 創るため」

優秀賞
（３－３） 「納税で 支える社会 知る社会」

東京都薬物乱用防止啓発ポスター・標語入選者
標語の部
優秀賞
（３－２） 「やらない」の その一言が 未来を守る

特別賞作
（３－２） 薬物から 守ってつなげる 未来の自分と自分の未来

ポスターの部
優秀賞 優秀賞 特別賞
（１－３） （１－３） （１－４）

ＮＯ ＤＲＵＧ その先 その落とし穴
あなたの未来を 幸せは 二度と
ケシたくない く るの 戻れない。

二十周年を祝し、熊手をいただきました。

来年度、本校は創立２０周年記念式典を予定しています。
先日、創立２０周年記念実行委員会より熊手をいただきまし
た。正面玄関に飾らせていただきました。ありがとうございま
した。


